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研究成果の概要（和文）：自伝・回想録や日記、手紙などのエゴドキュメント（自分史史料）を、

市民的実践として捉え直し、それらの歴史的な意味を再考した。その結果、19 世紀末から 20

世紀前半の時代幅のなかで、英、独、仏、米、墨、ソ連という国の違いや社会的状況・境遇の

違いは当然ながらも、「自分を語る」ことのパフォーマンス性が個や少数集団のアイデンティテ

ィとシチズンシップ形成にとって枢要な位置を占めていたことが明らかになった。 

 

研究成果の概要（英文）： Through our research, "ego-documents", such as autobiography and 

reminiscences, diary, letters, have been regarded as civic practice, and those historical 

meanings reconsidered. As a result, from the end of the 19th century to the interwar period, 

beyond the difference of historical context of these countries, U.K., Germany, France, 

U.S.A., Mexico, U.S.S.R, and the difference of social situations, we have brought out 

the performativity of “telling one-self” which was essential for the identity and 

citizenship of an individual, or a minority group. 
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１． 研究開始当初の背景 

(1)現代的課題：「欧州市民」「地球市民」

といった制度や用語、あるいはデニズンシッ

プ（denizenship）のようなコミュニティの

市民権の主張に現れているように、今日「市

民」の意味内容は大きく変化し、多様化して

きた。他方で 21 世紀に加速化した経済的グ

ローバリゼーションは、新自由主義の旗印の

下に未曾有の競争社会を現出させ、一国内、
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と同時に国家間の格差を一段と拡大しつつ

あり、人々の分裂を深めている。この時代状

況にあって、「市民として生きること」「市民

として連帯すること」の意味が改めて問い直

されている。 

(2)歴史学の動向：前世紀の第４四半世紀

以降、市民社会の理解に係わって、「公共性」

論、「ジェンダー」論、「国民国家」論など歴

史学の視座の転換がみられた一方で、文化史

の興隆とともに、個人の歴史や記憶をナラテ

ィブ（語り）とパーフォーマンス（遂行的行

為）として捉え直そうとする関心も高まって

きた。これらの動向を踏まえて、「自らを語

る行為」「語り」とシチズンシップとの関係

に着目するにいたった。 

 

２． 研究の目的 

(1)個人の「語り」「エゴ・ドキュメント（自

分史史料）」を調査、収集する。そしてそれ

らを分析しながら、①当事者にとっての「市

民」の意味内容を解明し、②個人のアイデン

ティティとシチズンシップとの連なり・重な

り、共同性のせめぎ合いを解明する。 

(2)ほぼ 1 世紀前の 19-20 世紀転換期～両

大戦間期の時代を現代的シチズンシップの

揺籃期として位置づけ、それぞれの国家や地

域の特徴について考察する。 

(3)共同研究を通じて、個別性の名におい

て語られたミクロヒストリーを相互に関連

づけ、編み合わすことにより、集合的な「市

民の自分史」を構築する。 

 

３． 研究の方法 

(1)各メンバーが個別の対象について文

献・史料収集と読解、分析をおこなう。同

時に、それぞれの研究対象が置かれていた

歴史的状況について調査し、経済、政治、

あるいは文化の諸側面においてどのような

変化と特徴がみられたのかを明らかにする。 

(2)各メンバーが収集、分析した「市民の

自分史」を提示し合い、それらを次の三つ

のサブ・テーマを中心に比較参照しながら、

集合体としての「市民の自分史」に共通す

る論点をさぐる。①「市民」の意味すると

ころ、②「市民であること」が生み出す共

同性、差別や排除の論理、③他の共同性と

の連なり・重なり、あるいはせめぎ合い 

(3)メンバーそれぞれが前段階で確認され

た論点を踏まえながら、研究対象の「市民の

自分史」を叙述する。そして、自分史の単な

る集合体ではなく、相互の関連性、共同性を

もたせるような総論的考察をおこなう。 

 

４．研究成果 
(1)当初予想していたとおり、「市民の自

分史」研究が、時代設定、主体/自分、エゴ
ドキュメント、歴史のナラティヴ、シチズン
シップ、公共性といった問題域の研究動向に
深くかかわっており、歴史学の方法論的省察
にも寄与しうるものであることが確認でき
た。各分担者は、フランス、ドイツ、イギリ
ス、アメリカ合衆国、メキシコ、ソ連の各国
に生きた「市民」のエゴ・ドキュメントを発
掘し、彼・彼女らの「自分史」の読み込みを
すすめてきた。そして諸史料を通して、市民
=個人と国家、地域、都市や村落、サークル
といった重層的な公共圏との関係、また「抵
抗」「差異化」「啓蒙」「結合関係/アソシ
エーション」「アイデンティティ」「尊厳性」
といったシチズンシップの構成要素が浮か
び上がらせた。 
研究成果の概要を一覧表にまとめれば、以

下のようになる。 
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長井伸仁 

年代 エゴ・ドキュメ
ント 

シチズンシップとの
関連性 

1880

～
1910

年代 

イギリス： 

ロンドン港
湾労働組合
指導者 B.テ
ィレットの
自伝（ 1931

年）等の史料 

不定期・非熟練労働
者の組織化を通じ
た「教育」，自立す
る労働者像との矛
盾 

パフォーマンス 
(語り)とその状況 

連関するメタヒストリー 

自伝執筆におけ 

る事実の改竄， 

その意図と歴史
的な意味 

 

市民社会秩序における
組織労働の位置づけ，
労働組合の存在理由 

年代 エゴ・ドキュメ
ント 

シチズンシップとの
関連性 

世 紀
転 換
期 ～
1910

年代 

フランス： 

民主派司祭
P. ダブリの
回想録，新聞
論説等 

市民社会における
聖職者のアイデン
ィティと役割 
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パフォーマンス 
(語り)とその状況 

連関するメタヒストリー 

聖職離脱後，自己
の体験の回想を
通じて聖職者を
批判 

共和国における教会・聖
職者の統合。国家・近代
社会と教会の関係（ラリ
マン） 

年代 エゴ・ドキュメ
ント 

シチズンシップとの関
連性 

1900

～
1940

年代 

フランス： 

ブルボネ地
方の農民 J.

ルジュロン
の手紙，論説 

ブルボネ地方におけ
る農業アソシアシオ
ン形成，行政権力と
の関係 

パフォーマンス 
(語り)とその状況 

連関するメタヒストリー 

手紙を書く行為，
社会的実践が生
み出すアイデン
ティティと緊張
関係 

農村アソシアシオンの
意味。第三共和政，ヴィ
シー政権期のコルポラ
ティスム 

年代 エゴ・ドキュメ
ント 

シチズンシップとの関
連性 

1930

～
1940

年 代
初め 

ドイツ： ユ
ダヤ人配偶
者をもつ作
家 J.クレッ
パーの日記，
手紙 

家族(ユダヤ人の妻
子)を，ナチスのユダ
ヤ人迫害から守ろう
とする抵抗 

パフォーマンス 
(語り)とその状況 

連関するメタヒストリー 

アイデンティテ
ィの拠り所とし
ての日記，信仰実
践と市民性 

ナチ的公共圏から排除
されたドイツ人「市民」
の尊厳 

年代 エゴ・ドキュメ
ント 

シチズンシップとの関
連性 

世 紀
転 換
期 ～
1910

年代 

アメリカ合
衆国： 女性
労働組合指
導者 R.シュ
ナイダーマ
ンの手紙，自
伝等 

労働運動の転換，殊
に女性労働者の組織
化の進展，男性労働
者との軋轢 

パフォーマンス 
(語り)とその状況 

連関するメタヒストリー 

ナラティヴに向
かう意識：中流階
級との対抗と協
力の関係 

労働者の市民的「自立」
とジェンダー，階級，エ
スニシティの関係 

年代 エゴ・ドキュメ
ント 

シチズンシップとの
関連性 

19 世
紀 後
半 ～
世 紀
転 換
期 

アメリカ合
衆国：  H・
アダムズの
サロンに集
った女性，殊
に E.キャメ
ロンの文書 

家族，友人との関係
の変化の背後にあ
る公共性の変容 

パフォーマンス 
(語り)とその状況 

連関するメタヒストリー 

中産階級のサロ
ンにおける親密
圏，プロト公共
圏，公共圏の重層
的な関係 

門戸開放主義を支えた
「美徳意識」と「市民」
観 

年代 エゴ・ドキュメ
ント 

シチズンシップとの
関連性 

1900

～
1940

年代 

メキシコ： 

S.ソテーロ=

アレバロの
自伝ほか，農
村教師の回
想 

公教育普及期の農
村教師の経歴，リテ
ラシー，20 世紀前
半の農村社会の変
容 

パフォーマンス 
(語り)とその状況 

連関するメタヒストリー 

他者(国家，地域支
配層，共同体)との
関係におけるア
イデンティティ
の揺らぎ 

メキシコ農村社会の近
代化とインディヘニス
モ 

年代 エゴ・ドキュメ
ント 

シチズンシップとの関
連性 

192

0 ～
193

0 年
代 

ソ連： 地方の
トロツキー派
が後期ソヴィ
エト期に執筆
した回想 

多数派（スターリン
派）に対する少数派
（トロツキー派）の
抵抗の歴史 

パフォーマンス 
(語り)とその状況 

連関するメタヒストリー 

少数派（トロツキ
ー派）による体制
への異議申立て。
回想のナラティ
ヴの意味 

スターリン体制下の少
数派における市民的要
素の読み取り 



(2)対象とする 19-20 世紀転換期～両大戦
間期の時代に生きた「市民」の自分史語り→
研究者の読み取り、語りを構成する歴史の層
（レイヤー）の分析と解釈→新たな語り（叙
述）→「市民（シチズンシップ）の自分史」
の編集。この最終段階にあるが、方法論的な
考察に手間取ったこともあり、なおも個別の
成果発表しかできていない。したがって、今
後も共同研究の枠組みを維持しながら、「市
民の自分史」集の出版をめざすことになる。  
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